
  
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

  
 

  
 

  
 

面接指導について Vol.2 ～追加的健康確保措置のフローチャート～ 

高知県医療勤務環境改善支援センター ニュースレター  
令和４年８月発行 第５１号 

 

社会保険労務士や医業経営コンサルタントからのアドバイスも無料で受けられます！ 

高知県医療勤務環境改善支援センター 
（事業受託者：一般社団法人 高知医療再生機構） 

TEL ０８８－８２２－９９１０ 
平日 8：30 ～ 17：15 まで 

ホームページ https://www.kochi-mrr.or.jp/kinmukankyoukaizen 

E-mail kinmukankyoukaizen@kochi-mrr.or.jp 

高知県イメージキャラクター

「くろしおくん」 
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令和４年7月発行第50号でお知らせしました面接指導について、フローチャートを作成してみました。「長時間労働の医師へ

の健康確保措置に関するマニュアル」（以下、「マニュアル」）とともに、参考にしてください。 

         （マニュアル https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/pdf/information/2021/000704686.pdf） 

面

接

指

導

実

施

医

師 

時間外・休日労働時間（以下、「時間外等」）が月 100 時間以上となることが見込まれる「面接指導対象医師」を抽出 

（例：前月の時間外等が 80 時間を超えていた者又は当月の時間外等が 80 時間を超えそうな者）   

AA 

当月の時間外等が 100 時間以上になると見込まれるか？ 

面接対象医師に該当する 面接対象医師に該当しない 

医師の水準は？ 

【実施時期】 

時間外等が月 100 時間に達する前 

【確認事項】 

① 勤務の状況（前月の時間外等：副業・兼業も自己 

申告により通算する） 

② 睡眠の状況（直近 2 週間の 1 日平均睡眠時間） 

③ 疲労の蓄積の状況（マニュアルの「労働者の疲労 

蓄積度の自己診断チェックリスト」参照） 

④ ②、③以外の心身の状況 等 

事前確認 

【実施時期】 

 疲労の蓄積が認められない場合は 

 時間外等が月 100 時間以上と 

 なった後遅滞なく行うでもよい 

【確認事項】 

 連携 B、B、C 水準と同じ 

事前確認 労働安全衛生法の面接指導へ 

月 80 時間超の時間外等を行い、疲労の

蓄積が認められる労働者が事業者に面接

指導の実施を申し出たときは、遅滞なく

医師（産業医等）による面接指導を実施

すること。なお、申し出がない場合でも

面接指導を実施するよう努めること。 

・勤務状況・疲労の蓄積状況等の把握 

・メンタルヘルス面でのチェック 

・把握結果に基づく必要な指導 

⇒事後措置の実施 

疲労の蓄積は？ 

100 時間到達前又は 

到達後に面接指導を実施 

【確認事項】 

① 勤務の状況 

② 睡眠の状況 

③ 疲労の蓄積の状況 

④ 心身の状況（うつ病や心血管 

  疾患のリスク等） 

100 時間到達前に面接指導を実施 【面接指導実施医師の要件】 
① 当該施設の管理者でない 

② 医師の健康管理を行うのに必要な 

知識を修得するための講習を修了 

している（産業医でも必須） 

助言・指導 

必要と認める場合には遅滞なく労働時間の短縮、宿直の回数減少その他適切な措置を実施 

1 か月の時間外等が 155 時間を超える場合には遅滞なく労働時間短縮のために必要な措置を講じなければならない 

認められない 認められる 

管
理
者 

Yes 

面接指導のフローチャート 

A 

Yes No 

連携 B、B、C 


